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「素過程J' 「複合過程J' 「退化jという 3つ
の原理を作り出し，そして「一般から特殊へ」と
展開されていることなど，知ることができただけ
でも価値のある研究であった。今現在，水道方式
を伊藤氏のように批判することはできないし，か
といってすべてを受け入れることもできない。し
かし，これから教育現場に立ち子どもたちに算数
を教えていくようになったら少しずつ自分なりの
結論が見えてくると思われる。
2.今後の課題
本研究において参考とした文献の量は少なく，
少し古いもので、あった。また，現在水道方式が実
際の現場においてどのように実践されているのか
などを観察・分析・考察していくことが今後の課
題である。
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